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１．活動概要 
東北地方太平洋沖地震（2011.3.11）から３年目の今年度は，建築分野では地震時の観測データを用いた

建物応答の推定や想定巨大地震時の応答予測(1),(2)，ARX モデルを用いた局所損傷検出(3)などの研究成果

を発表しました。システム開発としては変位記憶型センサ(4)や，多数の MEMS センサと通信ネットワ

ークを用いた新しい損傷検知システム(5)を提案しています。土木分野では，空港誘導路の施工時から供

用時まで一貫したモニタリングシステム(6)や，温度変化に起因するひずみの空間分布を計測して初期欠

陥や劣化を検知する手法(7)を提案しています。また一年前の交流会で紹介した文部科学省の「都市の脆

弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト」では， (独)防災科学技術研究所の E-defense を使っ

た縮小 18 層鉄骨造建物模型の完全崩壊実験を実施して貴重なデータを得，有用なモニタリングシステ

ム・防災システムの構築に向けた研究開発を進めています（http://www.toshikino.dpri.kyoto-u.ac.jp/）。 
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２．新しい実験施設 
当社技術研究所では昨年の「多目的実験棟」，「材料実験棟」

に続けて，「先端地震防災研究棟」（鉄骨造，地上２階・地下２

階，延床面積 1,843 ㎡）を建設中で，今秋に竣工予定です。こ

の研究棟には、最先端の大型振動台と大振幅振動台を設置しま

す。大型振動台は業界最大の縦・横 7m、再現できる地震のゆれ

の加速度と変位は 3,000ガル、80cm とそれぞれ世界最高水準で

あり、内陸直下型や海溝型などさまざまな地震による揺れを再

現できます。一方の大振幅振動台は縦・横 3m で、長周期の揺

れの再現が可能です。これらの実験設備を活用することにより、建物の構造部材はもとより、東日本大

震災で多くの被害が報告された仕上げ材や設備の破壊プロセスを検証するとともに、その対策技術の研

究開発に取り組み、成果を ecoBCP提案に反映させていきます。 
－以上－ 


